野菜 ･ 果物摂取と全がん、前立腺がん、及び循環器疾患リスクとの関連 by 高地 リベカ
A Population-based prospective study of fruit
and vegetable intake, and the risk of total


















A population-based prospective study of fruit and vegetable





























0.82-1.15, trend p = 0.66)､果物摂取の多い群で､有意に循環器疾患リスクが低下した(最多群HR:
0.81,95%CI: 0.67-0.97,trendp=0.01)｡野菜･果物の摂取どちらも､全がんリスク低下との関連
は見られなかった(野菜最多群HR:0.94, 95%CI: 0.84-1.05, trend p = 0.16､果物最多群HR: 1.02,
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野菜と果物のがん及び循環器疾患に対する予防効果は､これまで確立した知見と考えられてきた｡ところが
近年､野菜と果物が全がん､乳がん等のリスク低下につながらないことを示す大規模コホ-ト研究が､相次い
で報告される状況にあるo一方､前立腺がんについては･トマトやアプラナ科野菜によるリスク低下を示唆す
るコホ-ト研究が数件報告され注目されているo
しかし､これらの研究は全て､欧米の集団を対象に行われたものである｡本論文は･全がんと循環器疾患(心
筋梗塞と脳卒中)を同時にエンドポイントとし､また前立腺がんをエンドポイントとして､野菜･果物との関
係を日本人の大規模コホ-トにおいて検討したものであり､アジアの人口集団における最初の研究である｡
全がんと循環器疾患に関する検討では､野菜と果物いずれも全がんリスクの低下を認めなかった｡一方､循
舞器疾患については､野菜によるリスク低下は認めなかったが､果物による有意なリスク低下を認めた｡また､
前立腺がんに関する検討では､トマトとアプラナ科野菜を含め､野菜と果物によるリスク低下を認めなかった｡
本研究の意義について考えると､アジアの集団は欧米の集団と比べ､曝蕗要因(野菜摂取が多く､果物摂取
が少ない)､疾患の頻度(感染性のがんと脳卒中が多く､ホルモン関連がんと心筋硬塞が少ない)､交絡要因(吹
煙率が高く､肥満者が少ない)に差があるoこうした相違にもかかわらず､野菜と果物による全がんリスクの
低下を認めず､果物による循環器疾患のリスク低下を認めるという点で､今回の結果は欧米の最大規模の研究
と一致していた｡この知見は､全がん予防における野菜と果物の役割が､欧米でもアジアでも限定的であるこ
とを示唆してお｡､世界のがん予防にとって大きな意義を有するものである｡一方､前立腺がんに関する知見
は､日本は欧米と比べてトマトの摂取量が少なくアプラナ科野菜の摂取量が多いという特性を踏まえて観察さ
れたものであり､個別のがん予防における日本人独自の知見の必要性を強調する意義があった｡
方法論的には､今回の検討を行うために､野菜と果物の全体及びその細目(アプラナ科野菜､柑橘類等)の
摂政量を算出し､その再現性と妥当性を確許したoこの検討を通して､野菜と果物の全体と細目について､前
立腺以外の個別のがんや､糖尿病､白内障など各種の慢性疾患との関連を､本コホ-トにおいて分析できる態
勢が整備された｡したがって､日本人の慢性疾患予防における野菜と果物の役割を､これまで以上の精度で検
証し得る基盤を構築したという点でも､重要な貢献を果たしたと言えるo
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認めるo
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